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１.居室の内装の仕上げ材・天井裏等に関する規則対象範囲 

 

(1)居室の内装仕上げ材・天井裏等 

 居室の内装の仕上げ材の規則の対象となる範囲(部位)は各図に示すとおりであるが、共通の原則として

以下の点が挙げられる。(図 4-3-6、4-3-7参照) 

①内装は、床、壁、天井(天井のない場合は屋根)、建具などの室内に面する部分をさす。 

②原則として、以下の部分は規則の対象とはならない。 

○柱等の軸材 

○廻り縁や巾木、手すり、窓台、見切り、窓枠、落としがけ、畳寄せ、障子、鴨居、敷居、長押、

カーテンボックス等の造作材、建具枠、方立て、間柱、胴縁 

 ※②については、当該部分の面積が設置部分の見付面積の 1/10を超える場合は、規制対象となる。 

 ③部分的に用いられる塗料や接着材は規制の対象とならない。  

④室内に直接面するボード類は「仕上げ材」として規則対象となるが、ボード類に透過性の材料(壁 

カーペット等）を貼った場合は、そのボード類についても「仕上げ材」として規則の対象に含まれる 

⑤居室に設けられる収納スペース(押入、造り付け収納、小屋裏収納、床下収納、納戸、 

ウォークインクローゼット等)の内部仕上げは、「物置」に該当し、天井裏等と同じ規則を受ける。 

⑥換気経路としていない収納スペースと居室とを仕切る扉等が、ふすま、折戸、引戸、吊戸等、その開

閉機能上、扉の周囲に隙間があるものであっても、換気計画上居室と一体的に換気を行わない場合に

は、収納スペースと居室は一体ではないとみなされ、「天井裏等」としての規制を受けることになる。

また、換気経路としている場合であっても、排気経路であれば「天井裏等」としての規制を受ける。 
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(2)複数の建築材料で構成される住宅部品、設備機器等 

複数の建築材料で構成され、建設時に居室に設置される住宅部品、設備機器については、構成部材ごとに 

  ○内装の仕上げ 

 ○天井裏等の下地 

 ○家具等の同様の扱いとなる部分 

に区分できる。それらをまとめたものが表 4-3-4である。 

 

表 4-3-4 住宅部品・設備機器における内装仕上げの部分 

基準法での扱い 該当する部分 規制の受け方 

内装仕上げ 室内に面する部分 

面積制限有り 

●第 2種ホルムアルデヒド発散建築材料 

●第 3種ホルムアルデヒド発散建築材料 

●規制対象外の建材(面積制限なし) 

を使用できる 

天井裏等の下地 
内部の天板、側板、底板、背板等で固定さ

れている主要な面材 

面積制限なし 

●第 3種ホルムアルデヒド発散建築材料 

●規制対象外の建材 

を使用できる 

家具等 棚板等で取り外しが可能な部分 制限なし 

規制対象外 

軸状の部分 

見付面積が製品見付面積の 1/10に満たない

部分、木口(建具、扉等の可動部分について

は、当該可動部分ごとに判断する) 

居室内に面さない部分(芯材等) 

部分的に用いる塗料、接着材 

制限なし 
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部位・製品 内装の仕上 天井裏等の下地 家具等 規制対象外部分

内装ドア
(引戸、吊戸含む)

扉パネルの室内に面する部分 枠、芯材

部位・製品 内装の仕上 天井裏等の下地 家具等 規制対象外部分

開閉間仕切り 扉パネルの室内に面する部分 枠、芯材

造り付け収納
クローゼット扉パネル、
(内装ドアパネルに準ずる)

天板、側板、底板、背板
内装仕上げ、クローゼット
扉パネルの収納内部に面す
る部分

棚版、仕切板（取り外し
可能な部分）引き出し部
分

枠、扉芯材
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部位・製品 内装の仕上 天井裏等の下地 家具等 規制対象外部分

押入れ
襖パネル部
(ふすま用でん粉のり)

押入れ内部仕上げ
(床、壁、天井、棚板、枕棚板)

鴨居、敷居、柱(戸あた
り）、襖枠（襖芯材）、
（襖紙は対象外材）

リビングボード
扉パネル、天板、側板の
室内に面する部分

背板、扉パネルの収納内部に
面する部分

棚板、仕切板(取り外し
可能な部分)
引き出し内部

台輪

部位・製品 内装の仕上 天井裏等の下地 家具等 規制対象外部分

玄関収納
扉パネル、天板、側板の
室内に面する部分

背板、扉パネルの収納内部に
面する部分

棚板、仕切板(取り外し
可能な部分）

台輪、脚

カップボード（食器
棚）

扉パネル、天板、側板の
室内に面する部分

背板、扉パネルの収納内部に
面する部分

棚板、仕切板(取り外し
可能な部分）
引き出し内部

台輪
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部位・製品 内装の仕上 天井裏等の下地 家具等 規制対象外部分

屋内階段（箱型） 踏板、蹴込板の居室側の面 踏板、蹴込板の裏面 -
手すり、笠木、親柱、子
柱、側桁、巾木

屋内階段（露出型） 踏板の両面 - -
手すり、笠木、親柱、子
柱、側桁、ささら桁

部位・製品 内装の仕上 天井裏等の下地 家具等 規制対象外部分

堀りこたつ 内部炉箱 座卓
こたつやぐら
（可動の場合）

カウンター
（窓台は含まない）

カウンターの両面 - - -
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部位・製品 内装の仕上 天井裏等の下地 家具等 規制対象外部分

床下収納 蓋の床材部分 内部箱 芯材

天井裏収納 入口扉の天井材部分
収納内部仕上げ（床、壁、天
井）

はしご（スライドタラップ）

部位・製品 内装の仕上 天井裏等の下地 家具等 規制対象外部分

二重床システム
フローリング仕上げの場合、フロー
リング。カーペット仕上げの場合、直
下の下地材まで

内装仕上げより下側の部分。
（吸音材等も含む）

畳

畳（畳床にホルムアルデヒド発散建
築材料を使用しなければ、規制な
し。
畳床には一般的にはホルムアルデ
ヒド発散建築材料は使用されない）

畳下地

6



２.「天井裏等」とは 

天井裏等 

「天井裏等」とは居室に面する天井裏、小屋裏、床裏、壁、物置その他これらに類する部分で、押し入

れなどの収納スペースもこれに該当する。 

  ただし、収納スペースなどで、換気計画上居室と一体的に換気を行うため居室への給気経路となる部

分は、居室とみなすことになる。 

 

共同住宅の天井裏等 

  外壁、界壁、床スラブ等の躯体と内装材の間に空間がある場合、その部分も天井裏等の範囲に含まれ

ることに注意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○気密層又は通気止めにより、居室へのホルムアルデヒドの流入を抑制する。 

・間仕切壁以外の部分については、居室と間に省エネルギー基準に規定する気密材を設けて区画する。 

   (※参考)省エネ基準で定められた気密材料 

   ①厚さ 0.1mm以上の住宅用プラスチック系防湿フィルム(JIS A 6930-1997) 

   ②透湿防水シート(JIS A 6111-2000) 

   ③合板など 

   ④吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材(JIS A 9526-1999) 

   ⑤乾燥木材等(重量含水率 20％以下の木材、集成材、積層材など) 

   ⑥鋼製部材 

   ⑦コンクリート部材 

 

・間仕切壁、外壁などでは、ホルムアルデヒドの流入の抑制に関して気密材と同等以上に 

気密性を有する材料(石膏ボード等)により、居室との間に通気止めを行う。 

 

○居室の空気圧が当該天井裏等の部分の空気圧以上となるよう、機械換気設備等による措置を講じる。具

体的には「5.2.2 天井裏等の換気設備による対策」を参照されたい。 
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３．告示対象建材の種類

告示対象建材

左欄に掲げるものを除く

F☆☆☆ F☆☆ 普通合板
FC0（旧JAS） FC1（旧JAS） ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板

（新JAS） 構造用合板

大臣認定書 大臣認定書 天然木化粧合板

特殊加工化粧合板

大臣認定書

F☆☆☆☆

F☆☆

F☆☆☆ 左欄に掲げるものを除く

木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

（新JAS）

（新JAS）

大臣認定書

大臣認定書

大臣認定書

F☆☆☆☆

F☆☆☆ F☆☆
FC0（旧JAS） FC1（旧JAS） 左欄に掲げるものを除く

構造用ﾊﾟﾈﾙ

大臣認定書 大臣認定書

大臣認定書

F☆☆☆☆

左欄に掲げるものを除く

F☆☆☆ F☆☆ 集成材
FC0（旧JAS） FC1（旧JAS） 構造用集成材

大臣認定書 大臣認定書

大臣認定書

左欄に掲げるものを除く

F☆☆☆ F☆☆ 単板積層材
FC0（旧JAS） FC1（旧JAS） 構造用単板積層材

（新JAS）

大臣認定書 大臣認定書

大臣認定書

F☆☆☆ F☆☆
E0（旧JAS） E1（旧JAS） MDF（無等級）

左欄に掲げるものを除く

大臣認定書 大臣認定書

大臣認定書
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F☆☆☆☆

E0（旧JAS）＋試験成績書（0.3mg/L以

下（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

※軸材に用いる場合は
　　制限を受けない

MDF

（新JAS）

FC0（旧JAS）＋試験成績書（0.3mg/L以

下（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

集成材

※軸材に用いる場合は
　　制限を受けない

（新JAS）

F☆☆☆☆

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及び
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用

FC0（旧JAS）＋試験成績書（0.3mg/L以

下（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

規制対象外
（面積の制限を受けない）

木質系
フローリング

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

（新JAS）

FC0（旧JAS）＋試験成績書（0.3mg/L以

下（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

単板積層材

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及び
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

（新JAS）

FC0（旧JAS）＋試験成績書（0.3mg/L以

下（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

構造用ﾊﾟﾈﾙ

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及び
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用

告示対象建材の種類（JIS・JASにより規制に対応できるもの）

F☆☆☆☆

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

第2種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
発散建築材料

告示の等級

使用できない

第1種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
発散建築材料

合板

区分

FC0（旧JAS）または単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（旧

JAS）＋試験成績書（0.3mg/L以下（ｶﾞﾗ
ｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

（新JAS）

FC1（旧JAS）、

FC0（旧JAS）または

単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
（旧JAS）＋
試験成績書
（1.5mg/L以下
（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

第3種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
発散建築材料

面積制限を受ける

（全ﾑｸ及び縦継ぎ等をした単
層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（規制対象外の塗
料を塗布したものを含む。）を
除く）

（ｺﾙｸ材使用のﾌﾛｰﾘﾝｸﾞは対
象となりうる）

FC0（旧JAS）または

単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
（旧JAS）＋
試験成績書
（0.5mg/L以下
（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

接着剤等不使用（新JAS）

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用



告示対象建材

規制対象外
（面積の制限を受けない） 第2種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

発散建築材料

告示の等級

使用できない

第1種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
発散建築材料

区分 第3種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
発散建築材料

面積制限を受ける

F☆☆☆ F☆☆
E0（旧JAS） E1（旧JAS） ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ（無等級）

左欄に掲げるものを除く

大臣認定書 大臣認定書

大臣認定書

大臣認定書 大臣認定書 大臣認定書

左欄に掲げるものを除く

ﾕﾘｱ樹脂板（無等級）

左欄に掲げるものを除く

大臣認定書 大臣認定書 壁紙（無等級）

左欄に掲げるものを除く

大臣認定書

左欄に掲げるものを除く

大臣認定書

大臣認定書 大臣認定書

大臣認定書

左欄に掲げるものを除く

大臣認定書

左欄に掲げるものを除く

ﾛｯｸｳｰﾙ保温板

ﾛｯｸｳｰﾙﾌｪﾙﾄ

F☆☆☆ F☆☆ ﾛｯｸｳｰﾙ保温帯

ﾛｯｸｳｰﾙ保温筒

ｸﾞﾗｳｽｰﾙ保温板

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ波形保温板

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温帯

大臣認定書 大臣認定書 大臣認定書 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒

（無等級）

左欄に掲げるものを除く

ﾌｪﾉｰﾙ樹脂系保温材（無等級）

大臣認定書 大臣認定書 大臣認定書

左欄に掲げるものを除く
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旧JISﾏｰｸ＋試験成績書
（0.02mg/㎡h以下
（ﾁｬﾝﾊﾞｰ法））

保温材

F☆☆☆☆

旧JISﾏｰｸ＋試験成績書（0.1mg/L以下
（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

旧JISﾏｰｸ＋試験成績書（0.1mg/L以下
（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

壁紙

接着剤
（現場施工・
　工場での二次
　加工）

F☆☆☆☆

旧JISﾏｰｸ＋試験成績書（0.005mg/㎡h
以下（ﾁｬﾝﾊﾞｰ法））

パーティクルボード

木材のひき板、単板または小
片その他これらに類するもの
をﾕﾘｱ樹脂系、ﾒﾗﾐﾝ樹脂系、ﾕ
ﾘｱ･ﾒﾗﾐﾝ共縮合樹脂系、ﾌｪﾉｰ
ﾙ樹脂系、またはﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹
脂系の接着剤で面的に接着
し、板状に成型したもの

その他の木質建材

旧JISﾏｰｸ＋試験成績書
（0.12mg/㎡h以下
（ﾁｬﾝﾊﾞｰ法））

壁紙施工用でん粉系接着剤
（無等級）

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ水溶液を用いた
建具用でん粉系接着剤
（無等級）

ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ
樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂またはﾎ
ﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤を用いた
接着剤

F☆☆☆☆

ユリア樹脂板

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

E0（旧JAS）＋試験成績書（0.3mg/L以

下（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

大臣認定書 大臣認定書 大臣認定書



告示対象建材

規制対象外
（面積の制限を受けない） 第2種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

発散建築材料

告示の等級

使用できない

第1種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
発散建築材料

区分 第3種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
発散建築材料

面積制限を受ける

浮き床用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ緩衝材

大臣認定書 大臣認定書 大臣認定書 浮き床用ﾛｯｸｳｰﾙ緩衝材

（無等級）

F☆☆☆ ﾛｯｸｳｰﾙ断熱材

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材

大臣認定書 吹込み用ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材

（無等級）

大臣認定書 大臣認定書 左欄に掲げるものを除く

大臣認定書 大臣認定書 大臣認定書

左欄に掲げるものを除く

ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ

油性調合ﾍﾟｲﾝﾄ

合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ

F☆☆☆ F☆☆ ﾌﾀﾙ酸樹脂ﾜﾆｽ

ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ

油性系下地塗料

一般用さび止めﾍﾟｲﾝﾄ

多彩模様塗料

大臣認定書 家庭用屋内木床塗料

大臣認定書 大臣認定書 家庭用木部金属部塗料

建物用床塗料

（無等級）

左欄に掲げるものを除く

軽量骨材仕上塗材

大臣認定書

（無等級）

左欄に掲げるものを除く

酢酸ﾋﾞﾆﾙ樹脂系溶剤型接着剤

ｺﾞﾑ系溶剤型接着剤

再生ｺﾞﾑ系溶剤形接着剤

（無等級）

左欄に掲げるものを除く
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防水形合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系複
層仕上塗材

仕上塗料

F☆☆☆☆

大臣認定書 大臣認定書

ﾋﾞﾆﾙ共重合樹脂系溶剤型接
着剤

接着剤（現場施工）

F☆☆☆☆

旧JISﾏｰｸ＋試験成績書（0.005mg/㎡h
以下（ﾁｬﾝﾊﾞｰ法））

旧JISﾏｰｸ＋試験成績書
（0.02mg/㎡h以下
（ﾁｬﾝﾊﾞｰ法））

ﾕﾘｱ樹脂またはﾒﾗﾐﾝ樹脂を
使用した断熱材
（無等級）

断熱材

内装合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系薄付
け仕上塗材

内装合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系厚付
け仕上塗材

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系複層仕上
塗材

緩衝材

旧JISﾏｰｸ＋試験成績書
（1.8mg/L以下（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼ
ｹｰﾀｰ値））

旧JISﾏｰｸ＋試験成績書
（0.35mg/L以下（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼ
ｹｰﾀｰ値））

旧JISﾏｰｸ＋試験成績書（0.12mg/L以
下（ｶﾞﾗｽﾃﾞｼｹｰﾀｰ値））

F☆☆☆☆

塗料（現場施工）



4． シックハウス対策使用建材一覧表 （P4-　）

※この一覧表はユーイックホームページ確認完了検査報告書（KK-A33）の中にあります。

部 位

天井

壁 塗料（現場施工）

床 木質型フローリング

造付け家具 パーティクルボード

天井 接着剤（壁紙用）

天井

壁

天井裏

床

床

床

下地

凡例 記号 使用建築材料 記号 使用建築材料 記号 使用建築材料 記号 使用建築材料

ａ 合板 ｆ ＭＤＦ ｊ 壁紙 ｐ

ｂ 木質型フローリング ｇ パーティクルボード ｉ ユリア樹脂板 ｑ 接着剤（現場施工）

ｃ 構造用パネル ｈ その他の木質建材 ｍ 緩衝材　　 ｒ

ｄ 集成材 ｋ 接着剤（壁紙用） ｎ 断熱材 ｓ

ｅ 単板積層材 ｌ 保温材 ｏ ｔ塗料（現場施工）

認 定 番 号 等使用建築材料名

・この表は必ず作成してください。その際、使用建材全てがＦ☆☆☆☆及び対象外の場合は「記号」の記入は不要です。

・上記以外の場合は、下記凡例に従い記号を記入し、次のｼｯｸﾊｳｽ対策部位別仕様建材表にも記入してください

記号 Ｆ☆種別 メ ー カ ー・商品名

○○○○

各タイプ別共通記入例

仕上げ

△△△△

☆☆☆☆

☆☆☆☆

△△△△

ｊ 壁紙 ☆☆☆☆

対象外 ○○○○ △△△△

ｒ プラスターボード 対象外 ○○○○

ｓ ケイカル板

ｎ 断熱材 ☆☆☆☆ ○○○○ △△△△

○○○○

ｋ－１ 接着剤（フローリング用） ☆☆☆☆ ○○○○

☆☆☆☆

△△△△

○○○○

△△△△

ａ2 シナベニヤ　　t=5.5 ☆☆☆☆ ○○○○ △△△△

a1 ラワンベニヤ　t=9.0

△△△△e 単板積層材 ☆☆☆☆

☆☆☆☆

o

ｂ

ｇ

△△△△

△△△△

△△△△

○○○○

○○○○

○○○○

△△△△

下地材

天井裏

11

接着剤

ｋ ☆☆☆☆ ○○○○

仕上げ塗料（現場施工）









６．使用する建材確認写真の例（F等級表示位置と表示）

１．仕上材/下地・天井裏等の下地及び収納内部に使用する建材確認

撮影対象

撮影対象

＜使用部位＞

撮影対象

＜使用部位＞

15

壁紙　F☆☆☆☆　　　カウンター　F☆☆☆☆

壁　天井

＜下地＞

＜使用部屋（カウンター）＞

石膏ボード下地

壁紙（品番等記入）　F☆☆☆☆

＜使用部屋（壁紙）＞

LD　洋室１　洋室２　洋室３　廊下

写真２

写真３

壁　天井

＜使用部屋＞

＜使用部屋＞

＜使用部位＞

石膏ボード下地

＜下地＞

壁紙（品番等記入）　F☆☆☆☆

LD　洋室１　洋室２　洋室３　廊下

洋室１　LDR

LD　洋室１　洋室２　洋室３　廊下

壁　天井

写真１

梱包のサンプル等は、品
番ごとに保管する 

使用部屋・部位は、同じ品
番の材料ごとに、まとめて
撮影することが出来る 

使用部屋・部位は、同じ品
番の材料ごとに、まとめて
撮影することが出来る 



１．仕上材/下地・天井裏等の下地及び収納内部に使用する建材確認
撮影対象 複合フローリング　F☆☆☆☆

撮影対象 複合フローリング　F☆☆☆☆

撮影対象 複合フローリング　F☆☆☆☆
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床

＜使用部屋＞

LD　洋室１　洋室２　洋室３　廊下

＜使用部位＞

床

写真６

＜使用部位＞

写真５

＜使用部屋＞

LD　洋室１　洋室２　洋室３　廊下

＜使用部屋＞

LD　洋室１　洋室２　洋室３　廊下

写真４

＜使用部位＞

床

使用部屋・部位は、同じ品
番の材料ごとに、まとめて
撮影することが出来る 



１．仕上材/下地・天井裏等の下地及び収納内部に使用する建材確認
撮影対象

洗面化粧台

撮影対象

洗面化粧台

撮影対象

洗面化粧台

17

洗面化粧台　F☆☆☆☆

洗面化粧台　F☆☆☆☆

洗面化粧台　F☆☆☆☆

写真３

写真１

写真２

使用部位

使用部位

使用部位

「住宅部品表示ガイドライン」は、

製造メーカーの責任で運用してい

るものなので、製造者によって、表

示方法が異なる 

「住宅部品表示ガイドライン」表
示等で確認 

「住宅部品表示ガイドライン」表
示等で確認 



１．仕上材/下地・天井裏等の下地及び収納内部に使用する建材確認
撮影対象 キッチンセット　F☆☆☆☆

キッチンユニット

撮影対象 キッチンセット　F☆☆☆☆

キッチンユニット

撮影対象 キッチンセット　F☆☆☆☆

キッチンユニット
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写真１

写真２

写真３

使用部位

使用部位

使用部位

「住宅部品表示ガイドライン」表
示等で確認 

「住宅部品表示ガイドライン」は、
製造メーカーの責任で運用し
ているものなので、製造者に
よって、表示方法が異なる 

「住宅部品表示ガイドライン」表
示等で確認 



3－（3） シックハウス対策使用建材一覧表 （P4-　）

部 位

凡例 記号 使用建築材料 記号 使用建築材料 記号 使用建築材料 記号 使用建築材料

ａ 合板 ｆ ＭＤＦ ｊ 壁紙 ｐ

ｂ 木質型フローリング ｇ パーティクルボード ｉ ユリア樹脂板 ｑ 接着剤（現場施工）

ｃ 構造用パネル ｈ その他の木質建材 ｍ 緩衝材　　 ｒ

ｄ 集成材 ｋ 接着剤（壁紙用） ｎ 断熱材 ｓ

ｅ 単板積層材 ｌ 保温材 ｏ 塗料（現場施工）ｔ

仕上げ塗料（現場施工）

・この表は必ず作成してください。その際、使用建材全てがＦ☆☆☆☆及び対象外の場合は「記号」の記入は不要です。

・上記以外の場合は、下記凡例に従い記号を記入し、次のｼｯｸﾊｳｽ対策部位別仕様建材表にも記入してください

記号 使用建築材料名 Ｆ☆種別 メ ー カ ー・商品名 認 定 番 号 等
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